




































































































































































































































4 32 36 36 36 18.5 29.6 29.6 33.3 30.8 46.2 65.4
3 68 56 60 36 63 63 40.7 40.7 65.4 53.8 34.6
2 0 8 4 16 14.8 7.4 22.2 22.2 3.8 0 0












































４月 ２ ２ ２ １
５月 ２ ２ ２ １
６月 ３ ３ ４ ２
７月 ３ ３ ３ ３
（「４.よくできている」，「３.まあまあできている」，
　「２.あまりできていない」，「１.まったくできていない」）
写真３　Ｂ児に対する振り返りの付箋
○Ａ児「１学期，学級目標を振り返って，クラス全体でよくできていたところは，新しいアイデアを楽しむことと学
習を楽しむこととあいさつ・返事・靴並べの３つです。理由は，運動会などで新しく聖火リレーや巨大てる
てる坊主を２つにして，たくさん新しいアイデアを楽しめました。修学旅行では，Ｃさん（男子児童）がバ
スの時間を班のみんなに教えてくれたり荷物を持ってくれたりしました。男子のよいところを見つけること
ができました。（中略）クラス全体でできていないところは，授業の終わりのあいさつです。「がんばりまし
た。」と最後まで言っていないのに動き出してしまう人がいるからです。解決するためにみんなでクラス会議
をすればよいと思います。」
○Ｂ児「クラス全体でよくできたことは，あいさつだ。７月からクラスに「あいさつをがんばる」という目標がある。
そのおかげで前よりあいさつをする人が増えたり，元気よくあいさつしたりする人がでてきた。（校長室にあ
いさつ。教務室にあいさつ。学校に来たお客様にあいさつをしている人がたくさん。）最高学年になった今，
みんな他の学年と遊ぶ機会が多くなった気がする。１年生と楽しく遊んだり，４，５年生とドッジボールや
ハンドベースをしたり，まだ学校生活に慣れない１年生をフォローしたり，質問されたときには優しく教え
ている。また，男子との仲もよくなったと思う。修学旅行では，夜の出し物大会でクラスみんな楽しめたし，
班行動でもすすんであいさつする男子が多かった。」
※下線は，「異性のよさを尊重する」項目に結びつけられる部分である。
186
された。学級会やクラス会議においては，その時その時での，クラスの問題が議題に提案されることが一番の理想であ
るが，ただ議題ボックスなどを置いて待っているだけでは，問題が提起されないことが多い。学級の実態に応じ，支援
者である教師から児童が自分たちの学級を振り返るための視点を与えることや学級目標の達成度を可視化することが，
話合いと活動のサイクルを生み，クラス会議を充実させる有効な手立てであることが明らかになった。
　学級目標のレーダーチャート化とクラス会議は，粘り強くクラスに向き合い，とことん話合いをし，学級の仲間と向
き合う時間作りとなった。第５学年の初めは，クラス会議をしても友達の話に無関心な児童が複数いた。学級の目指す
姿を児童に問いかけ，小さな問題の解決とわずかなレーダーチャートの向上を何度か繰り返す中で児童のクラス会議に
向かう姿が変わってきた。上半身を乗り出し，友達の悩みについて考え，自分の思いを伝えるようになってきた。第６
学年の初めに，学級目標の項目をみんなで作ることを提案すると児童は生き生きと学級の課題について話し合った。そ
んな学級の熱量が高まるにつれ，上述したＡ児やＢ児などのクラスへの話合いに無関心だった児童が少しずつ自分の目
標について自信をもって語るようになった。振り返りの付箋では，多くの児童が学級と個人の生活ぶりを学級目標の項
目をよりどころにして友達のよかった姿を書き込んでいた。本実践をとおして，「他者と協働しながら，多様な個性を
認めて人間関係をよりよく築いていきたいと願う学級」への成長がみられた。
　本学級では，クラス会議の他に，学級における会社活動（お楽しみ会作り）においても「学級目標を実現するための
活動」を前提に企画を考えている。目標を共有した集団が自治的な問題解決集団へと成長し，自分たちの学級に愛着を
もち，誇りに思える集団をこれからも目指したい。
６　今後の課題
　学級の様子を数値化したり，それに対する全体目標を決定したりする実践では，時として教師や児童の学級への「所
属感」や「連帯感」を大切にするあまり，過度の同調圧力を生んでしまう危険性も考えられる。具体的な例としては，
事実と異なる場合でもアンケートの項目を肯定的に評価してしまうことや児童同士による否定的なアンケート結果をめ
ぐる強い責め合いである。本学級では，児童の間でそのような言動は見られなかったが，教師は集団の目標を大切にし
つつも個人の目標設定と取組を認めていくことが求められる。本取組を進めていく中で，「数値を100にすることが一番
大切なこと」ではなく，「学級での困り感の共有」として，レーダーチャートを活用していることを児童に繰り返し説
明するよう心がけた。また，学級目標の数値化と学級内の同調圧力の有無については，これからも意識的に指導を続け，
同調圧力を生まない学級づくり，話合い活動を実践，研究していきたい。
　レーダーチャートの項目は，８項目から増減させることが可能であり，発達の段階や学級の実態に応じては，少ない
項目で実践することも考えられる。また，学級目標は学校目標の内容が基本の土台になるべきであり，学校・学年の実
態に応じた項目作りを行い，全校で取り組むことでより効果的な実践になり得る。本研究では，筆者が担任する１学級
のみの実践であったが，今後は，小学校６年間の特別活動で身に付けさせたい資質・能力を整理し，全校での取組を実
践していく。
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